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Ⅰ．はじめに
　子どもとその保護者へ福祉の果たす役割が大きく変わり
つつある現在、保育士を目指す学生がどの様な意識で「社
会福祉」を捉えているのか、そしてどの様な目的で学ぼう
としているのか把握する必要があると考えた。筆者はここ
数年、学生がイメージしている保育は、対象が子どもの養
育と教育に関心が向いていて、本来の福祉の役割が理解さ
れていないと感じている。歴史的に見れば、保育は福祉の
考え方にもとづいたケアワークであるが、学生は保育ニー
ズが保護者や家庭、地域を対象とするものだとはあまり考
えていない。
　保育所保育指針の改定（2008年）では、保育所の役割と
して保護者への支援は保育士の業務であると明確に示して
いる。この指針では、保育士は保育という専門性だけでな
くソーシャルワークの専門性を用いて相談・助言に関わる
専門職であると位置づけられた。このような背景をもとに、
保育士養成カリキュラムは2011年に見直され、本学では「社
会福祉援助技術」は「相談支援」「保育相談支援」という
新しい科目へと再編された。
　近年、保育を必要とする子どもと家族の抱えている生活
は大きく変化している。核家族化だけでなく、一人親の子
育ての増加や失業などの社会問題が家庭に及ぼす影響が大
きくなってきている。現代社会の家族機能の問題を象徴す
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るような、シングルマザーの子育てがドラマ化（NHK、シ
ングルマザーズ、2012年10月〜12月に全8回放送）される
ようにもなってきている。
　子どもを取り巻く家庭の生活状況の悪化に対して、我が
国では社会保障や社会福祉の視点から支援が必要になるの
だが、その基本となる社会福祉について学ぶことが保育と
関連付けて考えられていない。
Ⅱ．「社会福祉」と「相談援助」
　わが国の「社会福祉」は、憲法第25条に規定されている「健
康で文化的な最低限度の生活の保障」を実現するためにあ
る。「社会福祉」は、「社会保障」や「公衆衛生」とともに
国民の生活を支える制度でありサービスである。病気に対し
ては「医療保険」、老後や障害に対しては「年金保険」、失
業や再就職に対しては「雇用保険」、「仕事上のけが」に対
しては「労災保険」、介護が必要になったら「介護保険」と
いうように、生活基盤の低下に対して社会保険がカバーす
る仕組みがある。「社会福祉」は、児童・高齢者・障害者・
母子及び寡婦といった対象者別に分類された法制度と公的
扶助（生活保護）で生活上の問題に対応する。
　これまで福祉制度を活用し援助してきたのは、市町村の
ケースワーカーや社会福祉専門職、介護福祉専門職等であ
った。しかし、保育士は児童虐待や障害児の療育等の問題
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に加え、生活苦（経済的問題）や介護問題、子どものしつ
けができない等の悩みを抱えている家族と向き合わなくては
ならなくなった。これらの保育ニーズの変化に対応するため、
保育士にもソーシャルワークの専門性が求められている。
　現実に、母親自身が未熟で子どものようであったり、何
事にも自分で解決できない親であったり、権利の主張はす
るが義務や責任を果たそうとしない親がいたりする。また身
近な例では、「お弁当箱を洗っていない」、「靴下や下着が汚
れたまま」、「爪が伸びきっている」ということもある。（注1）
　親に対する個別的な相談支援が必要でありながら、保育
士が「個別に支援する時間がない」というのが現状である。
直接的に助言・指導をした結果、親が事実を隠すようにな
るといったことも考えられる。保育士は現状で出来ることを
適切に行っても、具体的に問題状況が解決しないこともある。
　また、虐待を受けた子どもについては問題が複雑であり、
子ども自身に起きたこと（虐待）を否認することもある。こ
の場合、子どもと親へのアプローチをほぼ同時に、別々の
担当者が対応する必要が出てくる。問題が複雑になると保
育所だけでは対応できない。他の福祉専門職や医療関係職
等との連携を考えて、カンファレンスの役割やアセスメント
の必要性等も理解しておかなければならない。
　これらの課題に、今後保育士が対応していくためには、
保育士養成校の役割として、学生の時から基本的なソーシ
ャルワークの知識を理解させることが必要である。また、保
育の現場で保育士とともに子どもと家庭の問題に対応する
専門職の育成が必要であると私は考える。
Ⅲ．「社会福祉」の授業概要
　本学においては、「社会福祉」は1年前期の卒業必修単位
であり、保育士資格登録に必要な科目である。そのため、
学生は関心のあるなしに関わらず全員履修登録をする。
　「社会福祉」は、他の「児童家庭福祉」「家庭支援論」「相
談援助」「保育相談支援」「社会的養護」「社会的養護内容」
「障害児保育」等の教科目と関連があり、その基礎となる知
識を身につけることが必要である。
　これらの教科と「社会福祉」関連教科について整理した
ものが表1である。（注2）
本学の「社会福祉」（講義）のシラバスは次のとおりである。
（担当教員　田家英二）
（1）目的・内容
　現代の子どもは社会環境に影響され、さ
まざまな問題を抱えている。少子・高齢化、
子育てへの不安、虐待など取り組まなけれ
ばならない課題が山積している。
　この授業では、日頃から生活のなかで身
近に存在している「福祉」をテーマに、そ
の基本的な知識を理解し、実践に役立てる。
保育士に求められる「福祉」の視点を思想
や価値観、倫理観などとともに学ぶ。到達
目標の1〜4について各授業で学び、全体を
体系的に理解する。
（2）到達目標
1．現代社会における社会福祉の意義を理解し説明できる。
2．社会福祉の法体系・制度を理解し説明できる。
3．社会福祉援助技術および福祉専門職の役割について理
解し説明できる。
4．社会福祉の動向を分野別に理解し説明できる。
5．社会福祉の知識を体系的に理解し説明できる。
（3）授業スケジュール
第 1 回　保育と社会福祉（＊授業オリエンテーション）
第 2 回　社会福祉の意義と歴史
第 3 回　社会福祉の考え方と役割
第 4 回　社会福祉の法・制度
第 5 回　社会保障制度
第 6 回　社会福祉の行財政
第 7 回　子どもの人権と児童家庭福祉
第 8 回　社会福祉の専門職と倫理
第 9 回　相談援助の方法（原理・原則）
第10回　相談援助の方法（援助技術）
第11回　福祉サービスの利用と権利擁護
第12回　地域福祉
第13回　保育と社会福祉のニーズ
第14回　現代の保育と社会福祉の課題
第15回　まとめと振り返り
（4）指導方法
　具体例を示しつつ講義形式で行う。
（5）成績評価の方法
　筆記試験　80％
　授業態度　20％
Ⅳ．調査内容
1．目的
　2008年保育所保育指針改定により、保育現場の子育て支
援や相談援助の必要性が示された。しかし、子育て支援や
相談援助の教育内容には検討の余地がある。社会福祉を基
礎とした関連教科が必要とされる背景として、失業や低所
得の家庭の問題、養育機能の低下、介護機能の低下、個々
人の生活意識の変化や家族意識の変化などが影響している
と考えられる。その結果、崩れやすい生活基盤や家庭機能
に対して、どの様な対応をしたら良いのか考える必要があ
表1　保育と社会福祉関連の教科
　　　　　　　　　　　　　　　　　　保　育
ケアワ クー　　　　　　　　　　　　　　
ファミリー ソ シーャルワ クー　　　　
ソ シーャルワ クー
　　　　　　　　　　　　　　
子育て支援
家庭支援論　　　　
相談援助
保育相談支援
　　　　　　　　　　　　　　
社会福祉
児童家庭福祉　　　　
障害児保育
　心理学
養護
　　
社会的養護
社会的養護内容
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るが、今回は政策や社会システムを検討するのではなく、「社
会福祉」を保育実践に役立つ教育内容とする研究を行う。
本研究では、保育士養成施設の学生へ「社会福祉」の授業
についてアンケート調査を行い、学習への意識と目的を理
解する。
　徳広は（2011）、「保育者養成校の学生は、結婚・妊娠・出産・
子育て等の経験のない者も多く、保護者への対応に大きな
不安を抱えているが、学生時代から保護者に対する保育に
関する指導である保育指導の知識や技術を身につけること
によって軽減できることがわかった。」と述べている。保育
者の相談・助言の基礎知識である「社会福祉」の意義につ
いても、保護者への対応が今後求められることから、学生
時代から「社会福祉」の知識やソーシャルワークの理論を
理解させること、制度を活用し家庭支援が実践できること
を目標にした教育方法を探ることが必要であると考えた。
2．調査方法
（1）調査の概要
　授業前期のアンケート調査は2回目の授業終了時に実
施した。さらに、授業終期に再度1回目と同様の内容で実
施した。調査項目は「なぜ、社会福祉を学ばなければな
らないのか」（自由記述）。さらに、科目履修をした理由
について、「保育士に必要な単位だから」「社会福祉の知
識を増やしたいから」「保育士として就職したいから」「社
会福祉に関心があるから」「社会福祉の現状を知りたいか
ら」「役に立ちそうだから」の6項目について、「はい」「い
いえ」で答えられる調査を実施した。調査項目について
は徳広（2011）の調査研究を参考にした。授業後期のア
ンケート調査は先ほどの6項目について、授業を受けた結
果について質問する表現に一部変更した。
（2）調査時期
　［授業初期］2012年4月23日（月）第2回講義の終了時10分。
　［授業終期］2012年7月23日（月）最終講義の終了時10分。
（3）調査対象
　本学保育科1学年「社会福祉」を履修登録した学生。
アンケート調査は、無記名で実施した。各調査で欠損項
目のない授業初期190名、授業終期210名を分析対象者と
した。
（4）調査方法
　集合調査により実施。
（5）倫理的配慮
　調査に関しては無記名であり、研究の目的は授業方法
の検討するためであること。記入した内容は、研究以外
に使用しないこと。学生にはどの様な回答であれ、不利
益にならないことを約束し自由に書いていただいた。提
出に関しても同意の得られる学生のみ提出するように口
頭で説明した。
（6）分析方法
①　提出されたアンケート用紙の自由記述については、
書かれている内容から社会福祉の学習が保育の機能と
してどのような役割を果たすのか分類を試みた。先行
研究（注3）を参考にし、「保護機能」「子育て支援機能」「相
談援助機能」「教育機能」「社会福祉全般の知識」の5
つに分類した。（表2）
②「はい」「いいえ」で答えられる質問については、単純
集計を行い「授業初期」と「授業終期」で比較検討を
した。（表3、図1）
表2　『なぜ「社会福祉」を学ぶのか』について（一部抜粋）
項目は、「保護機能」「子育て支援機能」「相談援助機能」「教育機能」「社会福祉全般の知識」の5つに分類。
授業初期
保　護　機　能（日々の養育面の活動、虐待からの保護）
授業終期
・障害を持って生まれた子どもたちを守るため
・虐待とか子どもたちの異常に早く気づくため
・子どもの権利を守るため
・施設に通っている障害のある子どもも対象にしているから
・乳児院や児童養護施設の子どもの問題や悩みを理解する
・虐待の問題などを知っておく必要がある
・障害を持っている園児の保育のために役に立つ
・虐待防止に関わるのも保育の役割であることがわかった
・命を守るという役割もあると感じた
・虐待や一人親などの家庭環境を考えることが必要である
・障害児に対する考え方を学べた
・児童虐待や育児放棄が増えているから必要である
子　育　て　支　援　機　能（子育て支援）
・いろいろな家庭環境の子どもがいるから
・子育て支援も仕事だから
・共働き家庭の手助けができるから
・介護等が必要な家庭の手助けができるから
・支援を必要としている子どもがいるから
・専門知識を身につけて子どもたちの力になるため
・福祉とは人を支援する仕事だと思うから
・子どもに必要な支援や環境を学ぶため
・保育士は子どもや保護者をサポートする役割があるから
・福祉制度や福祉施設の知識を子どもや親の助けに役立てる
・子どもに関わるだけでなく家庭に関わることが必要だと感じた
・保育者はさまざまな問題に対してニーズに合った対応をする必
要があることがわかった
・何を心得て働くべきなのかを考えることができた
・いろいろな家庭環境の子どもがいて福祉の援助が必要な子ども
がいるから必要だと思った
・問題を抱えた家族に「私は知りません」なんて信頼を裏切るよ
うなことは言えないと思った
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相　談　援　助　機　能（相談・助言）
・保育士として家庭に問題がある子どもたちに関わるため
・子どもだけでなく保護者に対しての援助が必要だから
・専門職として必要な相談をするため
・虐待や捨てられた子どもにしっかりと向き合うため
・子どもと保護者に関わる時に信頼を得るため
・保護者との関わりの中で子育てをサポートする必要があるから
・保育士は親と密接にかかわる職業だから子どもにとって最適な
家庭環境作るために知識が必要
・社会福祉の知識がなければ保護者とのコミュニケーションがと
れない
・どのようにして子どもたちや保護者と関わっていくか知るため
に必要
・相談援助や指導を行っていく上で必要
・一番役に立つと思ったのはソーシャルワークの原理です
教　育　機　能（情報提供、子育てに対する助言、日々の教育面の活動）
・保育は人を助ける仕事だと思うから
・子どもたちに助け合うことの大切さを教えられるようになるため
・人が支えあったりすることを学ぶため
・思いやりの大切さを知ってもらうため
・保育は養護と教育だと思うから
・親に代わって日常生活や人間関係を教える仕事だから
・子どもに社会のルールを教えるため
・親と関わる上で社会のことを知っておく必要がある
・福祉の知識がないと保護者の人に教えたりできない
・支援に必要な施設がたくさんあることを知ることで悩む保護者
に役立てることができると思う
・確かな知識を得てそれぞれに合った情報を提供したい
社　会　福　祉　全　般　の　知　識
・社会福祉とは何なのかを知る
・どんな福祉が必要なのかを学ぶため
・社会福祉の制度を知るため
・社会福祉はすべての人を幸せにするためにある
・社会福祉はすべての人が対象だから
・社会福祉の知識を役立てる
・社会福祉を学ぶことによって現状を知る
・社会福祉の現状を知り家族や地域の問題を理解する必要がある
・保育士は児童福祉法で定められている専門職だから
・バリアフリーと同じで全ての人の生活に必要だから
・福祉サービスは全ての人が受けられる権利だから
・福祉サービスや制度は保育と深い関係を持っているから
・保育と社会福祉の法制度が学ぶことによって切っても切れない
関係であることがわかった
・現在の出生率の問題など知っておくべきことがたくさんあるこ
とがわかった
・知識がないとできない
・将来保育士になったら知っておくべきことが覚えられた
・守秘義務など大事なことが学べた
・待機児童のことなど現状を知っておくべきである
・社会福祉は保育に必要がないと思っていたが必要なことがわかった
・児童養護施設などの名前だけ知っていたことが内容も理解できた
・行政面でいろいろな種類の福祉を知ることは大切なことだとわ
かった
・今後自分にとっても大切なことが学べた
・児童福祉のことなど知りたいことが増えた
・社会福祉には保育や年金や障害のことなどたくさんのことがあ
るのだと知った
・社会福祉は人間として知っておくべき内容だったと思う
・社会福祉は歴史の積み重ねによるものだということがわかった
・保育士になるには保険制度や児童虐待など詳しく知っておく必
要があると思う
・福祉の大切さと携わっている人の大変さがわかった
Ⅴ．結果
　授業を通じて学生の意識に変化が現れた。始めは学ぶ理
由がわからなかった学生が、授業を通して社会福祉が保育
に必要と考えるようになった。具体的に初期には、「社会福
祉」に対して「関心がない」という学生が半数近くいた。
しかし、授業を通してこのような学生の中に学ぶ意義や目
的、現状を理解することが必要だと考えるようになった学
生がいた。
　シラバスの到達目標：「1．社会福祉の意義を理解し説明
できる。」「5．社会福祉の知識を理解し説明できる」という
ことに対して、一定の学習意欲を持たせることができたの
ではないかと思う。反面、「なぜ『社会福祉』を学ぶのか」
ということに最後まで関心が持てなかったという学生が15
名いたことは事実であり、授業方法に課題が残された。到
達目標：「2．社会福祉の法体系・制度を理解し説明できる。」
「3．社会福祉援助技術および福祉専門職の役割について理
解し説明できる。」「4．社会福祉の動向を分野別に理解し
説明できる。」については試験にて評価する項目であるが、
試験の結果は高得点の学生と合格点前後の学生の2極分化
の傾向がみられた。授業評価の研究（注4）を参考にして考え
ると、参加態度や意欲と成績には関連があると考えられる
ため、その教科に対する関心度が理解度に大きく影響する
可能性がある。
　自由記述からは、「保育のことや日本の今のことがわかる
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表3　学生の「社会福祉」に対する意識調査の結果
図1　｢社会福祉｣に対する意識についての授業初期と授業終期の比較
A：分析対象者190名、B：分析対象者：210名（調査は1学年前期の授業で実施）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　【人数】
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ようになったので学んで良かった」や「保育と福祉にはつ
ながりがあることが授業を通して理解できた」、「今の社会
福祉の現状を知れてよかった」等の意識に変化が見られた。
教育をしたのだから当たり前のことだが、試験以外に達成
度を評価する指標がないため、今年度初めて担当する教科
について自ら授業評価をする意味があったと考える。
　しかし、当初シラバスに示した授業目標が学生に達成で
きるものになったかというとそうではないだろう。例えば、
自由記述に「なんで年金？」ということを記入した学生が
いた。きっと、保育なのになんで年金の知識が必要なのか
という疑問であろう。私は授業の中で、「子どもを取り巻く
家庭環境にはいろいろあって、年金で暮らす高齢者と同居
している場合や生活保護を受けて暮らしている家庭の子ど
も達もいる。」という説明をしている。さらに、「保育の対
象が子どもだけでなく、その家庭状況を理解し、状況に応
じて相談支援をする場合には、制度を知らないと対応でき
ないと話している。」調査結果の中には、「私は、制度のこ
とはわかりませんなんて信頼を失うようなことは言えませ
ん」という記述もあり、この授業に関しては個々の学生の
意識の差を感じる結果となった。最後まで「社会福祉」の
授業に関心を示せない学生に対しての授業方法は、社会の
中で「人として知っておくべきこと」という視点からアプ
ローチしていくことで、難しいと思って敬遠しないよう考
えていきたい。今後も保育と社会福祉の関係性を理解する
ことができるよう、さらに授業方法を検討していきたい。
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注）
 1）　 下線 部は、日本社会福祉学会第60回大会秋季大会2012、
特定課題セッション「保育所保育におけるソーシャルワー
ク機能」で、斎藤知子氏が発表した一部である。
 2）学習内容について、社会福祉に関連がある授業科目を考え
た。保護機能は、「社会的養護」「社会的養護内容」「障害児
保育」、子育て支援機能は、「児童家庭福祉」「家庭支援論」
「保育相談支援」、相談援助機能と教育機能は、「相談援助」
「保育相談支援」、社会福祉全般の知識は、「社会福祉」「児
童家庭福祉」と関連性があると考えた．関連教科に関しては、
本学開校の「保育士資格」取得に必要な社会福祉関係科目
を参考にした。
 3）鶴宏史「保育ソーシャルワーク論−社会福祉専門職として
のアイデンティティ」あいり出版、2009。を参考に項目を
ピックアップした。
 4）「平成24年鶴見大学短期大学部 FD 講演会」で示された資料
を参考に考察を加えた。愛知学院大学千野直仁氏は、調査
結果から「成績の良い者ほど授業を熱心に勉強していると
評価した」「成績の良い者ほど授業はわかりやすいと評価し
た」「成績の良い者ほど授業を履修してよかったと思った」
など、成績と授業への参加態度や意欲には関連があると考
えた。
